
 令和２年度第１回合同パトロールをコロナ禍の中、７月２１日火曜日に白神山地世

界遺産及び周辺地域において実施しました。  
 実施日当日は、早朝より曇り空であり、天気の急変も危惧され山間部で巡視活動す

るには、厳しい条件となりましたが、白神山地連絡会議構成機関より４０名が参加し、

全５コースに分かれて巡視・啓発活動を実施しましたので、その模様をお伝えします。  
 
 まずは、１コース目となる大川コースです。５班編成中、参加人数が最多の１９名

（報道関係者含む）で巡視活動を実施しました。大川からは、遺産地域のルート２５・

２７に向かうことができるルートで、アクセスしやすいことから比較的入込者の多い

場所となっています。  
 今回の巡視では、以前使用されていた野営場を確認しましたが、最近の使用形跡も

ないことから現時点では利用されていないことが確認されました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 次は、２コース目となるブナ林散策道コースです。こちらでは白神山地森林整備協

力金受付所前広場にて、参加者３名により世界遺産を訪れる入山者にパンフレット配

布を行いマナー向上への協力を呼びかけしました。この日はコロナ禍でもあり、夏休

み前の平日ということもあってか、例年に比べ入山者も少なく午前中の段階で１４名
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の者がブナ林散策道や暗門渓谷へと入山しました。時期的に涼を求めるなら暗門渓谷

ルートに向かい暗門の滝で涼むのがお勧めかと思います。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 次は、３コース目となる赤石川コースです。赤石川堰堤から赤石川を遡上し世界遺

産地域緩衝地域を経て核心地域を巡視するコースで、参加者１１名により巡視活動が

実施しました。  
 今回の巡視では、焚火跡等の形跡も無く、その他の違法行為等についても確認され

なかったところです。  
 マナー遵守に協力いただけている事をありがたく感じている次第です。  
 今回、パトロール途中で天候の急変が感じられ、帰路の山腹斜面で移動中滑落する

危険性があることから、安全面から予定したコースより短縮となりました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 次は、４コース目となる太夫峰コースです。白神ラインから世界遺産地域へと至る

ルートで、参加者５名により巡視活動を実施しました。  
 本コースは、尾根筋の登山道巡視となりました。途中、階段地点より笹等の藪とな

り、一般登山客には厳しい条件と感じられました。また、当日はあいにくの天候で雲の

中の巡視となりました。  
 今回の巡視では、立木への損傷等の違法行為は確認されませんでした。  
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パンフレットの説明後、入山者への声掛

け活動 

入山者へのパンフレットの説明 

赤石川を遡上中 赤石川パトロール後の講評 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 最後の５コース目は、白神岳登山口及び大峰岳コースです。今回のパトロールのコ

ース中、最も過酷な状況であった様です。  
 参加者４名（内１人は登山口パンフレット配布のみ）で、登山口駐車場で登山者にマ

ナー遵守の啓蒙活動を行う予定でしたが、当日の登山者はなく啓蒙活動はできません

でした。その後、登山班３名により大峰岳登山道での巡視活動を実施しました。途中、

崩山地点を過ぎたあたりから笹等の藪となり、一般登山客には厳しい条件と感じられ

ました。また、当日はあいにくの天候となり大峰岳頂上で昼食中あたりから雨模様と

なり、帰路は風雨の中の巡視となりました。  
 今回の巡視では、立木への損傷等の違法行為は確認されませんでした。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 以上で、今回のパトロールの内容を粗々ながらご紹介したところですが、遺産地域

内でのマナー違反等については、今回の巡視活動中には、確認されなかったところで

す。  
 今後についても入山シーズン中は、白神山地世界遺産地域連絡会議の構成機関によ

り、巡視活動を継続していくと共に、下記の呼びかけも行っていきます。  
 
 ①決められた道を歩きましょう！ 

 （決められたルートも危険な箇所が多く安易な気持ちで入山しない。） 

太夫峰（1,163ｍ）到着 太夫峰からの帰路雨天となる 

大峰岳登山口（青池付近）、巡視コ

ースを全員で確認 

大峰岳山頂で。この後豪雨となる 
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 ②動植物を大切に！ 

 （白神山地の自然はみんなのものです。植物を採ったり、踏み荒らさないように。） 

 ③ゴミは持ち帰りましょう！ 

 （野生動物に悪影響を及ぼす恐れがあるので、絶対捨てないで下さい。） 

 ④トイレは適切に！ 

 （トイレは入山前に済ませ、万が一に備え携帯トイレを持参しましょう。） 

 ⑤焚き火は止めましょう！ 

 （山火事の原因になります。火の取り扱いは止めましょう。） 

 ⑥ペットの持込みはやめましょう！ 

 （貴重な生態系に悪影響を与える恐れがあります。）  

 ⑦魚釣りは禁止されています！ 

 （現在、世界遺産地域は全域禁漁区に設定されています。）  

 

 白神山地世界遺産地域を訪れる際は、以上のルールを遵守することへのご理解とご

協力のうえで、白神山地の雄大な自然をめいっぱい体感していただければと切に願っ

ております。（田中）  
 
 ＊当センター職員は大川コースと大峰岳コースをそれぞれ巡視しました。  
大川コース  
 私は昨年度、第１回目は櫛石山・クマゲラの森コース、第２回目は天狗岳コースと山

岳コースでしたので、今年度は渓流コースの大川に行きました。当日は、曇り時々雨の

天気予報であったため、降雨が本格的になった

場合、増水となり危険度が高まることから、天

気を見ながら慎重に実施しました。  

 足を川に入れた瞬間、冷たさに驚きました

が、渡渉しつつ進んでいくと慣れてきて心地よ

い気分になってきました。時折水中に大型イワ

ナが現れ、生態系の豊かさが感じられました。 

 大川を遡上すること約２時間、いよいよ名所

のタカヘグリに到着。水深は腰ほどで、水の透

明度は素晴らしく、上空を仰ぐと、そそり立つ

両岸の崖のような壁面が美しい景色を作り出

しており、大変感動しました。まさに世界遺産

地域の風景です。 

 第２回目は山岳コースの白神岳に行き、頂上

より追良瀬川、笹内川を覗いてみたいと思いま

す。（小倉）  
 

タカヘグリを進む 
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大峰岳コース  
 大峰岳コースは私と、所長を含む計４人のチームで、まず白神岳登山口で登山者へ

のパンフレット配布をして啓発活動を行いました。しかし、その日は平日だったこと

もあったのか、登山者は一人もおらずパンフレットを配布せずに終わってしまいまし

た。  
 次に、パトロールは十二湖の登山口～崩山～大峰岳というコースでした。実際パト

ロールをしてみて、マナー違反や危険箇所は無かったのでそれに関しては安心しまし

たが、道中はササ藪があって中々進むことができなかったり、登り坂がたくさんあっ

たり、雨が降ったりと、辛い時がありまし

た。また、大峰岳に着いた時は予想外に展

望が無かったので少し残念だったのを覚

えています。そして、山頂までは登りがメ

インで帰りは下り坂なので少しは楽だろ

うと思っていたのですが、予想以上に膝

とつま先に負担が掛かってとても歩きづ

らかったのが印象的でした。それでもな

んとか登山口までたどり着いて、遺産地

域内の異常やメンバーのケガも無く今回

のパトロールを無事終えることができ、

とても良い経験ができたと感じておりま

す。（木村）  
 
 
 
 7 月 10 日に、世界遺産地域のパトロールの一環で赤石川に行って参りました。個人

としては初めての沢登りだったので不安だったのですが、天候に恵まれ、心強い先輩

の方々と臨んだことで、ケガなく無事にパトロールすることができました。パトロー

ルの結果、焚火や釣り等のマナー違反にあ

たる痕跡がなく、良好な状態が保たれてい

ることが確認できました。しかし、道中は崖

や川の深いところが点在しているので、慎

重に行動する必要がありました。私は、スパ

イク付きの沢登り用の靴を履いて臨み、先

輩の方々からの丁寧なアドバイスもあった

おかげで崖や川を歩行することができまし

た。なので、入山する際には装備を整えた

り、情報を入手したりして万全の体制で臨

むようにお願い致します。（木村） 

ササ藪 

進むには地面の歩行跡だけが頼りです 

晴天下の赤石川の景色 
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 ９月１２日（土）に「第２回自然再生活動～元の天然林をめざし、ゆっくり時間を

かけて再生への一歩～」を開催します。お申込みの前に以下の項目について確認を行

ってください。  
 
 ①以下の事項に該当する場合は参加を見合わせてください。 

 ・体調がよくない 

 ・同居家族や身近な知人に新型コロナウイルス感染が疑われる者がいる 

 ・過去２週間以内に入国制限、入国後の観察機関を必要とされている国、地域等への  

  渡航又は該当在住者との濃厚接触がある場合 

 ②募集期間からイベント当日までに、再度、感染拡大の傾向が発生した場合は、イベン 

  トを中止することがあります。 

 ③イベント終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合、速やかに当 

  センターまでご連絡ください。 

 
 
 開 催 日：令和２年９月１２日（土）  
 開 催 場 所：青森県中津軽郡西目屋村  
              鬼川辺国有林内 外  
 募 集 人 員：１０名（応募多数の場合は抽選）【※１】 

 参 加 費：２００円（傷害保険料として）  
 イ ベ ン ト 内 容：ブナ林再生活動としての広葉樹の採取  
       から植栽までと森林散策  
 そ の 他：雨具・昼食・マスクを持参。  
       森林内で作業が出来る服装。  
       ※天候等により内容を変更・中止する場合があります。  
 募 集 期 間：８月１７日（月）～８月２８日（金）まで  
        平日８時３０分～１７時１５分まで（土日祝日除く）  
 応 募 方 法：電話・FAX・ハガキにてお申し込みください。  
       お申込み前にホームページ・チラシ等で詳細をご確認ください。  
【※１ソーシャルディスタンス（社会的距離）を保つため、例年の半分の募集とさせ

ていただきます。】  
＝お詫び＝ 

 今月の白神の絆発行が、募集期間中になってしまったことをお詫び申し上げます。 

 また、参加を希望される方は２８日までにご連絡いただければ幸いです。皆さまか

らのご連絡お待ちしております。なお、チラシはホームページ上で掲載しております

のでご覧ください。 
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